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わが国は、国民の平均寿命の伸びと出生率の

低下を背景に、すでに人口減少社会に突入してい

ます。今後少子高齢化の影響がより顕著となり、当

業界においてもこの影響は避けられない状況に置

かれることとなります。 

一方、若年層は、第２次ベビーブーム以降、減

少の一途をたどっており、若年者の確保は今後ま

すます難しくなることが想定されます。 

さらに、年金の支給開始年齢の段階的引き上げ

を背景に、高齢者にとって、年金が支給されるまで

の間の就労の場を確保することは生活上急務であ

る場合が少なくありません。こうしたことから高年齢

者雇用安定法が改正され、平成 18年 4月から、

65歳未満の定年を定める事業主は、高年齢者雇

用確保措置を講じなければならなくなりました。  
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警備業界においては、全従業員のうち、50歳代

60歳代がともに２割を超えており、既に多くの中高

年齢者が働いていることがわかります。 

この背景には、中高年齢者を積極的に採用する

警備業者が非常に多いこと、なかには他社で定年

退職を迎えた者についても積極的に受け入れてい

る企業が多いことがあげられます。警備業界は高

齢者雇用の場として非常に大きな役割を担ってい

ます。 

しかしながら、当業界は、職種によって、とりわけ

雑踏警備や施設警備などにおいては、夜間や休日

勤務、屋外労働等が多く、加齢に伴い体力面や健

康面、また安全管理上の問題等、高齢者の就労に

当たって配慮すべき問題も抱えています。 

高齢者の活用のためには、加齢に伴う身体機能

の低下に配慮し、肉体的負荷をできるだけ軽減し

ていくとともに、健康・安全面での対策、また、賃

金・処遇制度に関する納得性の向上などを図るこ

とで、高齢者が第一線で働き続けられるような環境

をつくっていくことが求められます。 
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１．中高年者の採用、再雇用時のポイント 
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多くの高齢者が働いている警備業界では、今後も高齢者の活用が企業

経営の大きなテーマとなっています。高齢者が第一線で働き続けられる

環境づくりを行う際の人事担当者の手引きとなるよう、４つの具体的対応

策を提案しています。 
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警備業界で新たに従業員を採用する場合、中高

年者の中途採用が多くなっています。これは、若年

者よりも高齢者の方が、社会経験が豊富であり、

丁寧で人当たりがよく、責任感もあるといったこと

が背景にあるとされています。 

採用に当たっては、警備業法に定めている欠格

事項に当たらないことはもちろんのことですが、以

下のような資質を持った人材を採用したいものです。 

①①①①人人人人のののの生命生命生命生命・・・・財産財産財産財産をををを守守守守るというるというるというるという責任感責任感責任感責任感やややや適時適時適時適時・・・・適切適切適切適切

なななな判断力判断力判断力判断力があるがあるがあるがある 

②②②②他人他人他人他人のののの権利権利権利権利やややや自由自由自由自由をををを侵侵侵侵さないさないさないさない倫理観倫理観倫理観倫理観があるがあるがあるがある 

③③③③自分自分自分自分のののの属属属属するするするする職場職場職場職場やややや持持持持ちちちち場場場場でででで他者他者他者他者とととと一緒一緒一緒一緒にににに仕仕仕仕

事事事事ができるができるができるができる協調性協調性協調性協調性があるがあるがあるがある 

④④④④顧客顧客顧客顧客へのへのへのへの適切適切適切適切なななな説明説明説明説明やややや柔軟柔軟柔軟柔軟なななな対応対応対応対応ができるコミができるコミができるコミができるコミ

ュニケーションュニケーションュニケーションュニケーション力力力力があるがあるがあるがある 

⑤⑤⑤⑤健康健康健康健康でありでありでありであり、、、、人並人並人並人並みみみみ優優優優れたれたれたれた体力体力体力体力があるがあるがあるがある 

新規採用時のみならず、定年を迎えた高齢者を

再雇用する場合においても、特に本人の健康状態

の把握は重要ポイントです。必要に応じて勤務日

数を減らしたり、比較的肉体的負荷のかからない

現場への配置など配慮が求められます。 

２．高齢者の仕事内容、勤務形態 

警備業界において、今後一層の高齢者の就業

を促進するために、従来以上に加齢に伴う健康・

体力面への配慮、また、高齢者の就業ニーズの多

様化に対応した勤務形態の整備が必要です。 

例えば、２号業務から１号業務、また、屋外業務

から屋内業務への配置換えや短日・短時間勤務へ

の変更、夜間・交替勤務の免除などが考えられま

す。また、高齢者が働くことに対する不安感を持っ

ているお客様に対しては、会社として高齢者が働く

際にはこうした配慮を行っていることをアピールす

ることも考えられるでしょう。 

３．高齢者のモチベーションの維持策 

(1)賃金・処遇制度からみたモチベーションの維持策 

高齢者の賃金を考える際は、「同一業務同一賃

金」が基本ではあるものの、高齢者がお客様に満

足していただけるサービスを提供し続けるために

は、必要に応じてなんらかの金銭的なインセンティブ

を付与することも考えられるのではないでしょうか。 

 (2)賃金・処遇制度以外のモチベーション維持策 

高齢者の保有する技能・技術やノウハウを十分

に発揮させるためには、高齢者のやる気を引き出

して働く意欲、モチベーションを維持・向上させるこ

とが重要です。そのためには、経営層が直接、高

齢者一人ひとりに会社の中で求められている役割

や労働条件などを語りかけ、納得して働いてもらう

ことが求められます。 

４．就労にあたっての留意点 

(1)日々の健康管理の留意点 

 いくら若いときに元気であったとしても、加齢に伴

う体力の低下、健康面の不安は避けられません。

高齢者の就労に当たっては、健康管理面、安全面

等に十分配慮することが求められます。 

 定期健康診断の受診はもちろんのこと、現場レベ

ルでの日々の健康状態の目配りが重要となります。

積極的に高齢者に声をかけたり、朝礼時に顔色を

チェックしたりすることで、高齢者の健康状態の把

握に努めましょう。 

(2)日々の安全対策の留意点 

 加齢に伴い、日々の安全対策が重要になってき

ます。経験に裏打ちされた警備員の場合は、年齢

が高くなっても業務災害に被災しづらいと言われて

います。ただし、当業界は、中高年になってから採

用される者も多いことから、日々の地道な安全対

策が求められます。 

(3)高齢に至るまでに求められること 

高齢者が高い技能・技術、蓄積された経験を最

大限発揮するためには、従業員一人ひとりの高齢

期に至るまでの取り組みや心構えが重要です。 

従業員が日頃から技能・技術の向上に努める、

また新しい仕事のやり方に積極的にチャレンジす

ることと併せて健康管理の徹底、事故防止の徹底、

良好な勤務態度の維持を図ることで、高齢になっ

ても第一線で働き、仕事を通じて会社に貢献し続

けることを可能とする能力を身に付けることが求め

られます。 

 

 

高齢者のモチベーションの維持策の具体例 
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